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空気清浄機、一番の目的はアレルギー・ウイルス対策 
でも、お手入れは怠りがち 

〈一般家庭での 空気清浄機の利用実態調査〉 

“室内空気のキレイさ”にこだわる人が増えています 

 株式会社リビングくらしHOW研究所（所在地：東京都千代田区、代表取締役社長 和田直樹）では、リビング

新聞グループの読者モニター組織を対象に、空気清浄機の利用実態調査を実施しました。 

 

 国民の4人に1人が花粉症、PM2.5濃度の上昇、季節性インフルエンザの流行に加え新型インフルエンザの

登場など、空気環境をめぐる様々な状況から、空気清浄機の利用が増えています。平成27年3月の内閣府の

調査では、一般世帯での空気清浄機の普及率は44.4％と半数にせまる勢い。この普及率は2010年以来、毎

年約２ポイントずつ、上昇しています。 

 利用者が増える中、一般家庭ではどのように利用されているのか、実態を調査。サマリー版をお届けします。 

※ 詳細リポートは、株式会社リビングくらしHOW研究所のホームページから、ダウンロードいただけます。 

   http://www.kurashihow.co.jp 

調査結果のポイント                                                                                                                                                                      

■利用している空気清浄機の種類は、加湿機能付きと特化型（空気清浄機能のみ）が拮抗 

利用機種の種類は、加湿機能付き50.1％、特化型（空気清浄機能のみ）44.0％、両方5.9％ 
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■６割以上が花粉・ハウスダストの除去を目的に空気清浄機を購入 
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購入の目的は、加湿機能付き、特化型ともに「花粉の除去」「ハウスダストの除去」が６割以上、「ウイルスの除
去」も５割前後と大半を占めます。 

■６割近くの家庭にアレルギー症状を持つ人が。トップは圧倒的に花粉症 
空気清浄機を利用している家庭の約６割に、ぜん息・アレルギー症状を持つ人がおり、その内９割近くが花粉
症。アレルギー性鼻炎も６割弱いることがわかりました。 
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■フィルターの手入れ。加湿機能付きは、やや怠りがち 
特化型、加湿機能付きとも、集じんフィルターの手入れは「１カ月に１回程度」がトップですが、加湿機能付き
につく加湿フィルターは「季節に１回程度」がトップ。週に１回、２週間に１回、１カ月に１回を合わせた率は集じ
んフィルターの手入れと比較すると、１０ポイント近く下がります。 

〈特化型 集じんフィルターのお手入れ頻度〉 〈加湿機能付き フィルターのお手入れ頻度〉 
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■使って困った点、特化型は「空気がキレイになっているか、よく分からない」 
  加湿機能付きは「掃除など手入れが大変」がトップ 

特化型は「効果が分からない」が、半数以上でトップ。加湿機能付きは「手入れが大変」がトップで、特化型と比較する
と２０ポイント近い差がありました。 
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■空気清浄機の正しい使い方は？ 
利用実態の調査をもとに、エフシージー総合研究所 暮らしの科学部長・環境科学研究室長 農学博士 
川上裕司さんに、空気清浄機の正しい使い方をうかがいました。  

  空気清浄機で大切なのは、少ない時間でパワフルに空気を吸い込み、ハウスダストや花粉などを集じ
んフィルターできちんとキャッチすること。手入れができていないと、性能が落ちるだけでなく、アレルゲ
ンの増殖につながることもあります。特に加湿機能付きは、加湿フィルターに加え吹き出し部分の手入
れもしないと、カビなどが発生するおそれがあります。 
 機能が増えれば、手入れする箇所も増えます。空気清浄機を選ぶ際には、きちんと掃除ができるかど
うかを考えることも大切です。 

◆参考データ 

一般家庭３軒で、春～秋の半年間空気清浄機を使用。浮遊真菌数の推移を専門機関が調べました 

Ａ宅 特化型（Ａ社） 

半年後（秋）は30分で 除菌率79.8％ 

Ｂ宅 加湿機能付き（Ｂ社） 

半年後（秋）は30分で 除菌率61.3％ 

Ｃ宅 加湿機能付き（Ｃ社） 

半年後（秋）は30分で 除菌率75.0％ 

使用中の手入れ方法 

Ａ宅：２～３週間に１回、センサー稼働部を詰まっ
たホコリが取れるまで１０秒程度掃除機で吸った 

使用中の手入れ方法 

Ｂ宅：１カ月に１回、水洗いができるフィルターを
水洗いし、布巾で拭いた。タンクの周りの汚れを
雑巾で拭き取った 

使用中の手入れ方法 

Ｃ宅：始めの１カ月は１週間に１回、その後は２～３週
間に１回、フィルターを開け掃除機で吸い取った。１
～２か月に１回くらい、紙フィルターも掃除機で吸引。
６カ月の調査期間中、２回程度タンク周辺の水アカ
（赤色酵母）を歯ブラシや布巾などで掃除した 

※調査概要 ２０１５年３月、モニター宅で空気清浄機の浮遊カビ除去試験を実施。その後、毎日、モニター宅で試験機を使用し、半年後に再び除菌試験を実施 

〈利用実態調査 調査概要〉                                                                                                                                                                   
調査方法 ： リビング新聞グループの読者モニター組織から、空気清浄機使用者を抽出し、Web調査 
調査期間 ： ２０１５年７月２３日～２８日 
調査対象 ： 全国の女性 集計数４３９ 

調査レポートのダウンロード  http://www.kurashihow.co.jp/markets/7887/ 

■調査データに関するお問い合わせ先 
リビングくらしHOW研究所 ： 西 

TEL:03-5216-9420   FAX:03-5216-9430 
E-mail:info@kurashihow.co.jp 

ユーザーからは「空気がキレイになっているかよく分からない」という声が多い特化型ですが、一般家庭で空気清浄機
を半年間使用してもらい、浮遊真菌数を調査したテストでは、特化型の除菌率は約８割というデータも出ています（下
記、データ参照）。 


